BUFFALO 


BSMLBO 1 / BSMOBOl シリ-ズ 

取扱説明書 


ををにお巧いいただくためにがずお守りください 


A 絶対に巧ってはいけないことを記載しています。このま示のを意き 
項をずらないと、使用者が巧こまたは、重症を負うを埃が差し迫って 
ちじる可能性が巧定される内容を示しています。 

をお 

-電池を取り巧うときは、次のことをおずりくださし、。 

•分保改造、修理しなし、。 

•電極の (+) と (一) を針金等の金属で接続しない。また、金属性の 
ネックレスやヘアピン、カギ等と一緒に持ち運んだり、保管したり 
しない娘軸し、シヨートする危廣性がありまず)。 

•火の中に投入したり、100てが上の高温の場所や水の中に放置し 
ない。 

•釘■を刺したリ、かなづちで叩いたリ、踏みつけたりしない。 

が上のことをずらないと、液もれ•発熱、発义、破裂し、やけどやけが 
をする恐れがあります。 

-電池は乳幼児の手の届くところに置かないでください。 

電池を誤って飲み込むと、窒息や中毒を起こす危険があります。特 
に小さなお子様のいるご家庭では、手の届かないところで保管•使 
用するなど、ごを意くださし、。万一、飲み込んだ場合は、直ちに医師 
の治療を受けてください。 

A お巧に行ってはいけないことを記載しています。この表示の指示 
をずらないと、使用をが死じまたは重傷を負う可能性が想定され 
る内容を巧しています。 

普告 

-電池を取り扱うときは、次のことをお守りくださし、。 

-電極の (+) と(一惟間違えて挿入しない。 

•消耗しきった電池を入れたままにしない。使用'るみの電ミ也は、地 
方自治体の条例に従って正し〈処分する。 

•長期間使用しないときは、電池を取り外し、常温の乾燥した場所 
に保管する。 

W 上のことをずらないと、液もれ•発熱、発义、破裂し、やけどやけが 
をする巧れがあります。 

-電'泄を使用•交換するときは、指定の電池を使用してくださし、。 
指定が外の電池を使用すると、液漏れ•発熱•破裂し、やけど•けが 
をする恐れがあります。 

-電池内部の液がもれたと去は、液に触れない。 

やけどの恐れがあります。もし、液が皮膚やを照についたときは、 
すぐにきれいなかで洗い流してください。巧が目に入ったときは、 
失明のおそれがありますので、すぐにきれいな水で洗い、医師の治 
療を受けてください。 

A このを示のま意事項を守らないと、使用者がけがをしたり、物的 

/1\ 損害の発生が想定される内容をホしています， 

ミち度 

-本製品を次の場所に設置しないでくださし、。感電•火災の 
原因になったり、製品に悪影響を与える場合があります。 

強い磁界•静電気•震動が発生するところ、平らでないところ、直射 
日光があたるところ、火気の周辺または熟気のこもるところ、漏電 • 
漏水の危険があるところ、油煙、湯気、湿気やホコリのをいところ。 

-本製品を落としたり、強い衝撃をちえたりしないでくださし、。 
-本製品の分おや改造や修理を自分でしないでください。 

I - 本製品を廃棄するときは地方自治体の条例に従ってくださし、。 
-異常を感じた場合は、即座に使巧を中止し、雜社テクニカ 
ルサポートセンターまたはお買い上げの販売店にご相談く 
ださい。 



マウスご使用時の注意 

-センサー部分をミちしたり、傷つけたりしないでください。 

-ボタンが常に押されてし巧状態や、マウス本体が常に動かさ 
れてし句ようなげ態が長く続くと、電池の消耗が速くなります 
ので注意してください。 

-カバン、袋などに入れて持ち歩くと封よ、電源を OFF にしてく 
ださい。 


光学式マウス ( BSMOB 01) ご使用時のま意 

光学式読み取りセンサーの性質上、光ミ尺のある面や透明な面、 
色柄の激しい場所では認識率がほ下したり読み取れない場合 
がありますので、ご使用にならないでくださし、。 

やむを得ずご使用になる場合は、マウスパッドなどをマウスの 
下に敷いてください。 


レーザーぶマウス ( BSMLB 01) ご使用時の注意 

本製品は、不可視レーザーを使用しているため、目に障害をき 
たすことのない classl 該当品ですが、レーザー発光部分を直視 
することは避けてください。 

ガラスや鏡面などの上では正常に動作しない場合があります。 


々ことをを認します) 

•マウス(本体）1台 



電波に関する注意 


-本製品は、電波法に基づく/ J 、 電カデータ通信システムの無線 
局の無線設備として、工事設計認証をきけています。従って、 
本製品を使巧するときに無線局のを許は必要ありません。また、 
本製品は、日本国内でのみ使用できます。 

-次の場所では、本製品を使用しないでください。 

電子レンジ付近の礎場、静電気、電波障害が発生するところ、 2.4 GHZ 付 
近の電波を使巧しているものの近く (環境により電波が届かない場合 
があります。） 

-本製品は、工事設計認証を受けていますので、け下の事項を 
おこなうと法律で罰せられることがあります。 

•本製品を分解/改造すること 

•本製品の裏面に貼ってある認訪ラベルをはがすこと 

-本製品の無線チヤンネルは a 乂下の機器や無線局と同じ周波 


数帯を使用します。 
•産業•科学•医療用機 
•工場の製造ライン等 • 


ライン等で使用されてし、る移動体識別巧の無線局 
①構内無線局(を許を要する無線局） 

⑤特定小電力無線局(免許を要しない無線局） 

本製品を使用する場合は、上記の機器や無線局と電波干渉す 
る巧れがあるため、が下の事項にま意してくださし、。 

1. 本製品を使用する前に、近くで移動体識別巧の構内無線局及び特 
定小電力無線局が運用されていないことを確認してください。 

2. 方 一、 本製品から移動体識別用の構内無線局に対して電波干渉の 
事例が発をした場合は、速やかに本製品の使用場所を変えるか、ま 
たは電波の発がを停止して電波干渉をおけてください。 

3. その他、本誤品から移動体識別用の特をル電力無線局に巧して電 
波干渉の事例が発生した填合など何かお困りのことが起きたとき 
は、鮮社テクニカルサポートセンターへお問い合わせください。 


使用周波数帯域 

2.4 GHz 

変調ち式 

FH ち式 

想定干渉距離 

6 m が下 

周波数変更の可否 

全帯域を使用し、かつ「構内無線局」「特を小 
電力無線局」帯域を回避不可 


参アルカリ単4乾電池2本 •取扱説明書 (本書） 1お 

※動作確認用 

。。 ^ I 


r # 本製品に、 Bluetooth アダプター(ドングル)は添付し 
•- J ておりません。パソコンに標準搭載の Bluetooth 機能 
4ちまたは弊社製 Bluetooth アダプター BSHSBD 03 シ 
リーズ等をお買い求めの上、ご利巧くださし、。 


C M ^ nn . ) 

1 . マウス本体裏面の電池わバーをはずし電池を入れます。 

※牛と一を絶谢こ間違えないでくださし、。 



2,本体の電源スイツチを ON にします。 


C 0 NNE ロボタン 



C 靈碗量 LED る表示を盘嫌 ） 

電池巧量が、無くなりかけた場合には、 LED が赤色に点滅しま 
す。その場合には、雲おを交換してくださし、。 


C 這靈擅蜡 J 


-非磁性体(木の机など）与約 10 m 
-磁性体(鉄製の机など’）^約 3 m 
诚弊社テスト値につき、保証値ではありません。 



こちらでは、 Toshiba 製 Bluetooth ソフトウェアでの設定ち法を 
記載します。違うメーカーのソフトウェアを使用されてし、る場合 
には、そちらの手順を参照してください。 

また、 Bluetooth ソフトウェアがインストールされていない場合 
には、別途 Bluetooth アダプター(ドングル)等をご購入しただ 
を、その製品に添付されているマニュアルに従し、、インストール 
してください。 

下記手順は、 WindowsVISTA での手順ですが 、 WindowsXP 
/ 2000でも、同様な手 j 頃となります。 


1 . 自動登録ウィザードによるインストール 

(1) 自動登録のウィザードが表示されたら、マウス庭面の CONNECT 
ボタンを巧します。（ホイール近くのステータス LED がホく点：なし 
ます。） 



(2) ウイザード喊こ 、 [Buffalo Bluetooth Laser Mouse ] が表示された 
ら、検出 OK です。もうしばらく待って、自動登録ウイザード画面が、 
閉じたら、使用可能です。 



BSMOB 01 の場合 

[Buffalo Bluetooth Optical Mouse ] 
と表示されます。 


2 .手動設を(自動登録画面が出ないときなど） 

り）タスクバーにある、 Bluetooth アイコンを右クリックしメニューよ 
り [ Bluetooth 設を]を選びます。 




(3) 新しい接続の追加ウィザードが表示されたら、[エクスプレスモ 
—ド]にマークをつけます。 

マウス底面の CONNECT ボタンを巧します。（ホイール近くの LED 
がホく点巧します） 

[次へ]をクリックします。 



(4) しばらく、 Bluetooth 機器検索の画面がき示されます。 



(5) 検出された、 Bluetooth 機器が表示されます。 

[Buffalo Bluetooth Laser Mouse ] を選巧し、饮へ]をクリックし 
ます。 
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BSMOB 01 の場合 

[Buffalo Bluetooth Optical Mouse ] 
と表示されます。 


(6) しばらく、サービス検索の画面が表示されます。 

ご使用の Bluetooth ソフトウェアによつては、パスキー （ PIN 〕一 
ド)を要ボされる巧合があります。そのときは、"0 0 0 0" と入力 
してください。 

Bluetooth 2.1 対なの場合には、 「 Bluetooth セキュリティ」認証画 
面が出るので、[はし、]を押します。 



のしばらく、ドライバの登録作業が自動で行われます。 






Windows 起動時の Bluetooth ソフトウェアが組み 
込まれるのが遅い場合、本製品が使用可能になる 
まで、時間がかかる場合があります。 


電ミ也を交換した際には 、 Buffalo Bluetooth マウス 
の接続情報ががれる場合があります。 

そのときは、下記の手順で、再接続してください。 


(1) タスクバーにある、 Bluetooth アイコンを右クリックし、 
メニューより [ Bluetooth 設定]を選びます。 



(2) Bluetooth 設定の画面で 、 Buffalo Bluetooth Laser 
Mouse ( BSMOB 01 の場合は 、 Buffalo Bluetooth 
Optical Mouse ) のアイコンから、接続マークが消え 
ているのを確認します。 



(3) マウス底面の CONNECT ボタンを押す。 
(ホイール付近の LED がホく点なします) 


(4) Bluetooth 設定画面を開き、アイコンのところで右ク 
リックし、メニューよリ[接続]を選びます。 




做正常に設定が完了すれば 、 [Buffalo Bluetooth Laser Mouse ] の 
左側に青く光ったマークが点灯します。 

正常に設定されていたら、 X ボタンを押して、設定完了です。 



もし 、 [Buffalo Bluetooth l_aser Mouse ] にを側が、青く光 
っていない場合には、登録だけされて、接続されていな 
い状態です。 

が下の手順で設定を巧ってくださし、。 

(1) A ボタンを巧して、オプションメニューを出します。 



口）マウス本体の CONNECT ボタンを巧して(ホイール横の LED 
がホく点灯します)、[接続]で〇ボタンを押しまず。 



(4) [Buffalo Bluetooth Laser Mouse ] の左側に、青く光るマー 
クが点巧して接続完了です。 

X ボタンを押して、設定完了です。 



お問い合わせ 


お固い合わせじついては、«下の順にてご巧贸いただをますようお願いいたします。 

マニュアル(印刷物等)をご巧認ください。 


弊社ホームページにて最巧 FAQ 情報、最新ドライバダウン 

□—ドをご確認ください。 


ホー ムぺ ージ 


http://buffalo-kokuyo.jp/ 


上記で改善しない場合は、テクニカルサポートセンターへ 

お問い合わせください。 


電話でのお PS い合わせ先 


^電話番号はお掛け間違いのないようにご'ま意ください。 

03-5365-3106 赢ミ骨調漂?？ f 黯） 


FAX でのお問い合わせを 


03-3375-2327 


Web でのお問い合わせた 


http://bufTalo-kokuyo.jp/support/toiawase/ 


保証契約約款 

みおについて、梅理じ閔ずる保証のを件ミを 


このみおは、おきなが結入された S 社おおについて、梅理じ閔ず^ 
が,この約款に規定されたを項に同拓1けない場合肋*証契巧を 
巧入のを品を使用することな < 眼売店またはち社にご返が下さい 
ち利が金叫 a されるものではありません。 

第1み巧居） 


怔のを件ミを琪定するものです。お客巧 
を巧りちすことができますが、その場合は，ご 
.、。なお、この巧該により、おぎなのまま上の 


この巧3 
た重夏: 


麻において、「巧！:己_とI 


ても、裝品が正常 
3このが化れ■、て、「 
4この巧巧におい1 


.は、保証巧苗に裝品ボ巧障I 
:、おち域が正しい巧巧方ま [ 


した場合に鸦なが修里を行うことを約し 
.に基づいてお品をたお)させた場合であつ 


IB1 がま JO も岩雨ひな<1居しに巧百、巧ぶ0巧巧6じ1了つ3助的巧回けし'去9 • 

「巧巧な記」とは、この巧轨こ话をされたをかにより、巧なポお再樣に巧し巧な悔 
埋をおのますることをいいます， 

5この巧巧において、「ちなお坦とは、裝品がが障した場きであって、ホ旧巧証が巧用されないとき、 
おち巧か 6H 用を1負致して巧なが巧う当該泣障個所のお理をいいぎす。 

6この巧规〔おいて、「製品」とは、巧なが股荒に 
品およびすホ!品などはさまれません。 

第2を(な f ■なな） 


责に除して旧包されたもののうち、本体が分をいい、付巧 


Iお品が化居した巧合、お吾樣は、巧旺 g にお®された巧近が閣内に巧社に巧し暗理 
I こより、巧なななの適用を受けることができまず。但し巧の各号に掲げる場合は、倍 
ても巧な巧なの適用を受けることげでをません。 

2修理をご巧頼される晩こ、巧虹 g をご巧示頂けない：!*合。 

3こ日！*巧正き*も!品をおよびみ!品シリアル No . 等の至を事ちがち IS 入または修正されてい 
る— _Si 上 一造すれに诗いのある項さ、3 

消去、削除、もしくは巧ヴんされているち合。 

4お亮店樣が巧亞まにご巧入日のな巧をされていない場合、 g たは 
ミ損（レシートなど)がが讨されていない巧合。 

5お客様がお品をお買い上巧いた後■お客诗じよる巧さまたは移動におし、落下またはを 


ル No 夕の至を事ちがち IS 入またI 
は段品に表示されるシリアル No 等のを要事巧が 

たはお客様のご f 

.は移動におし、法 

因して巧 B または巧巧した場合。 

おち塚における使庙上の段ん不当な改造もし < は巧巧、または、巧社;が指定ずるものなかの巧器と 
の接巧により巧苗または巧損した巧合。 

ま雷、風水宙、その他天を巧愛、または、畏常里正などの外部的要因じより、ホ居または 
合。 


7 乂の、巧ま， 

巧ちしに巧合， 

8おち部品が自巧摩なまたは自巧劣化し、消耗部品を巧り換える巧合。 

弓 前各号に場げる巧さのほか、巧巧の原困が、おさ様の巧用方をじあると巧められる巧合。 


担とを 
します， 


.ュアル(巧テマニュ乃レを含みます)また瓜くッケ’ 


ジをこ-括 IS 〈ださい。故を巧《をけ元負 


それな上の性能を有 
まの内容じより、デイ. 


2悔恐よ、お品のせ餐またはが品ので巧もし<は補倾こより巧います。但し、巧 一、 な理が困度な場合 
または使涅貴用が展品価巧を上回るみ合には、巧証がまのおをと同等またはそれ 
する化の按おと巧巧するまにより巧なさだて頂く#がをります。 

3 /\ドディスク等のデ-夕 i 己なお苗またはメディアの情理に巧しましては、巧巧の巧 
クもし<は巧品を交をする巧合またはディスクもしくはメディアをフォマットする巧合などがござ 
し、ますが、惰理の巧、巧れはおなされたデータじついてバックアップをホ巧いたしません。また、苗社 
は当なデ-夕の巧損、消失などにつき、一切の S 巧を負いません。 

4か巧お掛こよル35巧された旧が品または旧曲品辛は、巧浊こて适宜辑棄姐分させて頂きます。 

5有度理により、巧巧された旧が品または旧巧品等についても、巧おじて远宜南ま姐巧させて頂き 
;〔お客巧からお知らせ]! 

■1* 合•もございます。 


ますが、巧巧をご化巧されたおにあ 
が品のせ*上ご污向じあえない巧合もご 
S 事邸 


tx 巧祉こ' 

らお知らせ巧ければ、旧が品等を返品いたします。但し 
■います。 


第4み(巧黄事 
1おち樣がご 


ザご購入された裝品にっいて、巧社に巧意または重大な過失があった場合を除き、®巧不屏 
巧または不法行為に基づ < 巧ま贈55なは、当該を品の巧入代をを旧®とをします， 

2おを巧がこ谓入されたを品::つし、て.匿れた臟;あった場き比こ、かわらず、觸にて当康^を 
側しまがのなし柴品またI桐き品にで㈱しますが、当^0運ヴくちの頁に任じません 
3巧なにおけるな巧は、お客巧がご度入された装品の捏をに関するものでちり、/\-ドディスク等のデータ 
記な装面じついて、記巧されたデータのミ肖失または破巧について巧なするものではありません， 

巢5を(ち効西巧） 

この約款は、日本国のにおいてのみち巧でず。また-ち外でのご使用じつきましては-巧社はいかなる巧 
近もいたしません。 



•製品の化様、デザイン、および本書の内容については、改良のためモ吿なしに変更 
される場合があり、現に睹入された裂品とは一部異なることがあります。 

• BUFFALO™ は、株式会社メル コ ホールディングスの商標です。本書に記載されてい 
る他な製品るは、一般にさなの商標または登録商標です。本書では、〜、@、◎などの 
マークは記載していません。 

株式会社：バッファ□-コク3サプライ 巧版発行2009/1/15 

BSMLB 01/ BSMOB 01 シリ-ズ取扱説日月書 KM 00-0061-00 





















































































































































































































































































































